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1． はじめに 

 日本の野球の競技人口は 810 万人と非常に多

く、野球観戦が好きな人も多い。また、野球観

戦の中でもプロ野球に次いでアマチュア野球

（草野球や高校野球）の人気が高い。しかし、

アマチュア野球にフォーカスした情報サイトは

数少なく、その情報のリアルタイム性も地域特

有性もあまり実現されていない。 

 そこで本研究ではこの２点を解決する仕組み

として、リアルタイム性と地域特有性を両立さ

せたスマートフォンサイトを開発する。実装例

として神奈川県の高校野球ファンを対象とし、

Twitter を情報源として、県内の高校野球情報を

フィルタリングし、公式戦の速報など必要な情

報をリアルタイムに収集・再配信できるように

し、地域のアマチュア野球ファンに有益な情報

を提供するサイトを実現する。また、これらの

効果を検証するためにサイトを利用してもらい

アンケート調査を行い、その有効性を示す。 

 

2． 本研究と既存のサイトとの比較 

本研究に先立ち類似サイトの調査を行い、本

研究の仕様を検討した。調査した類似サイトは

草野球の情報サイトに特化した「草野球オンラ

イン」と試合結果の速報が中心の「高校野球ス

テーション」の２サイトである。 

 

表１   既存サイトと本研究の比較表 

  
本研

究 

草野球オ

ンライン 

高校野球ス

テーション 

プレイユーザ向け情報 ○ ◎ × 

野球観戦者向け情報 ○ △ ○ 

アマチュア野球情報 ○ △ ◎ 

プロ野球情報 ○ × × 

情報のリアルタイム性 ○ × ○ 

地域の特化性 ◎ × △ 

スマートフォンサイト ◎ × △ 

 

 

 本研究で開発するサイトの仕様策定にあたっ

て、この２つの情報サイトと差別化するために

以下の仕様を条件とした。 

(a) 両サイトの長所とみなせるコンテンツを提供 

(b) 利用者にとって有益なコンテンツを提供 

(c) 地域として神奈川県を設定 

(d) リアルタイムに提供可能な情報 

(e) スマートフォンサイト 

 

3． 情報サイトのコンテンツの仕様 

本研究で開発したサイトマップを図１に示す。 

リアルタイム性を実現するために、情報源と

して Twitter と神奈川県限定の Web ニュースサ

イトを用いた。情報フィルタリングの方法とし

て、(a)高校野球のトップページに用いた公式戦

の試合速報はブログウィジェット、(b)横浜高校

などの特定の高校の情報収集・再配信には

TwitterAPI+PHP プログラミングによる独自フィ

ルタ、(c)ニュースサイトから高校野球の一般的

なニュースのみ、を抽出している。 

 

 

 
 

図１ 本サイトのサイトマップ 
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(a)ウィジェット利用           (b)独自フィルタリング         (c)外部サービス＋RSS 利用 

図２ リアルタイムな情報提供 

 4． 本サイトの評価実験 

本サイトの評価実験を 15 才から 35 才の男女

53 名を対象に実施した。設問を表２に示す。Q1

以外は 4 択。またその回答結果を表３に示す。

野球好きか否かで回答群の差異がない場合（Q2

～Q5）と差異が生ずる場合(Q6、Q7)があったが、

前者は野球の好き嫌いに関わらず一般的な質問、

後者は野球に対する理解度によって判断が変化

する質問、であったためであると思われる。 
 

表２ 評価実験の質問項目 

Q1 野球が好き？ 

Q2 サイト全体の見栄えはどうでしたか？ 

Q3 特定ページの見栄えはどうでしたか？ 

Q4 サイト全体の機能は適切でしたか？ 

Q5 特定ページの機能は適切でしたか？ 

Q6 本サイトを再訪したいと思いましたか？ 

Q7 野球好きの知人に勧めたいですか？ 

 

表３ 評価実験の回答結果（人） 

 

野球好

き？ 

大変

良い 
良い 

やや

悪い 
悪い 

Q2 
Yes 4 28 1 0 

No 5 12 3 0 

Q3 
Yes 6 26 1 0 

No 4 15 1 0 

Q4 
Yes 13 17 3 0 

No 5 12 3 0 

Q5 
Yes 15 14 4 0 

No 5 11 4 0 

Q6 
Yes 11 17 4 1 

No 2 7 8 3 

Q7 
Yes 12 18 2 1 

No 4 12 3 1 

 

  

 

 

 

 

 

 

(a)Q4, Yes          (b) Q4, No  

 

 

 

 

 

 

 

 

(c)Q7, Yes         (d) Q7, No  

図３ システム評価結果 

5.まとめ 

 本研究では、アマチュア野球向けの地域に特

化したサイトを開発し、その有効性を確認した。

ファンサイトとしてはポジティブな評価が多く

効果が認められる。一方、野球を好きでない人

に向けては効果があまり認められないため、野

球に興味がない人に対しても一定の効果が認め

られるような仕組みの導入が今後の課題である。 
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